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う
と
し
て
い
ま
す
。
協
力
隊
と
し
て
の

活
動
期
間
も
今
年
度
ま
で
。
あ
っ
と
い

う
間
に
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
と
い

栗
山
地
域
内
の
飲
食
店
や
商

店
会
な
ど
の
多
言
語
化
を
進

め
て
、
1
人
で
も
多
く
の
外

国
人
観
光
客
に
栗
山
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
飲
食
店
の

メ
ニ
ュ
ー
や
お
土
産
物
屋
さ

ん
の
説
明
書
き
の
英
語
化

（
写
真
１
参
照
）な
ど
、
小
さ

な
こ
と
か
ら
で
す
が
、
コ
ツ

コ
ツ
と
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
来
年
度
か
ら
は
、

「K

く

り

や

ま
uriyam

a G
ゴ
ー

o T

ト
ラ
ベ
ル

ravel

」

と
い
う
旅
行
会
社
を
本
格
的

に
運
営
し
、
栗
山
や
日
光
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
の
開
催
や
翻
訳
業
務
な
ど
幅

広
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第32回　栗山地域

今月のリポーター：疋
ひ き の

野吾
ご い ち

一隊員
　（栗山地域おこし協力隊）

写真１：英語版の飲食店メニュー

日光明峰高校の地域交流活動
　12月13日（木）、日光明峰高校で生徒と地域の方々が
一緒に、正月料理作りに挑戦しました。

　市の「ひかりの郷にっこう出前講座」を活用し、料理
を学びながら、生徒と地域の交流を図るために開催。当
日は生徒と近隣自治会の方など50名以上が参加し、学
校生活や地域の話題などを話しながら「紅白なます」

「水ようかん」「伊達巻」の調理を行いました。
　参加した生徒は「難しかったが、地域の方と協力して
楽しくできた」「アイスホッケーや昔の日光の話で盛り
上がった」「地域の行事にも参加したい」「次は「しもつ
かれ」に挑戦したい」などと話してくれました。
　また、講師の一人として参加した市農村生活研究グ

完成した正月料理
初めて作る正月料理に苦戦しましたが、どのグループ
もおいしくできました !

ループ協議会の福
ふ く だ

田さんは「生徒や地
域の方々と楽しい時間を共有でき、
手作りの良さを伝えるこ
とができました。生徒
たちの手際もとても良
かったです」と笑顔で
話していました。

　
こ
ん
に
ち

は
!　
栗
山

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
疋

野
で
す
。
早

い
も
の
で
栗

山
地
域
に
移

住
し
て
か
ら

間
も
な
く
丸

4
年
が
た
と

う
感
じ
で
す
。

　
残
り
わ
ず
か
な
期
間
で
す

が
、
協
力
隊
と
し
て
の
活
動

を
締
め
く
く
る
意
味
で
も
、

「Kuriyama Go Travel」の
ロゴマーク

　
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

（http
s://

ku
ri-g

o
.

com
/

）も
あ

り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※今月のハイチーズはお休みします


